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1. 本誌 は､物性 の研 究 を共 同 で促 進 す るた め､研 究 者 が その研 究 ･意

見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研究 に関連 した一情報 を速 や か

に交換 しあ うこ と を目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡渇

載 内容 は､研究 論 文 ､研 究会 ･国際 会 議 な どの報 告 ､講 義 ノー ト､

研 究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュー

ス な どです｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ い ては､原則 と して審 査 を行 を い ませ

ん ｡ 但 し､編 集 者 が本誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不適 当 と言忍め た も

の につ い ては､ 改訂 を求 め､ また は掲 載 を拒 絶 す る こ とが あ ります｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑誌 に引用 す る と きは ､著 者 の承 諾 を

得 た上 で Private communication 扱 い に して下 さ い ｡

投稿規定

1, 原稿 は400字 詰 原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のペー ジ数 を節約 す るため

に極 力簡青紫にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)才是出 して下 さ い ｡

3. 数式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規 定 に準 じ､

立体 "[ "､ イ タ リ ック "- "､ ゴシ ック "〉)"､ ギ リシ ャ文字 "ギ"､

花 文字 ､大 文字 ､小 文字 等 を赤 て当旨定 して下 さい｡ 又特 に区別 しに

くい O とaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､ Cとe､ 1(ェ ル)と1(イチ)､Xと×(カ ケ

ル)､ uとV､†(ダガー)と十 (プ ラス)､¢と少とF'と¢等 も赤 で指 定 し

て下 さい｡

4. 数式 は 3行 に わた って大 き く書 い て下 さい ｡

5. 1行 以 内 にお さま らない可能性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず､改行 の際

の切 れ 目 を赤 で手旨定 して下 さ い ｡

6. 図 は その ま ま印刷 で きる もの (原則 と して トレー ス され た もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論 文末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 外 に赤 で指 定 して下 さい｡ 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡

図 の説 明 を含 め 1貞 (13×19cnf) 以 内 に人 らをい もの､ その ま ま印

刷 で きない図 は原則 と して著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て いた だ きます ｡

図 中 の 文字 は活字 にいた しませ ん｡ 図 の説 明 は別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい｡

7. 投 稿 後 の原稿 の訂 正 は で きるだ け避 け るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 御 希望 の方 は投 稿 の際 に50部 以 上 10部 単 位 で お申込 み下 さ い ｡

別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い､別刷 を受取 っ

て か ら 1ケ月以 内 に納 め て下 さい｡ (郵傾 切 手 に よ る受付 は いた し

ません｡)

9. 原稿 締 切 日は毎 月 5日で∴ 原則 と して次 月発 行誌 に掲 載 され ます ｡
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物性物理専門委員会の発足

一物理学研究連絡委員会の新形態-

(1986年 2月21日受理 )

日本学術会議4部会員 中嶋貞雄

ご承知のように第 13期 日本学術会議が新体制で発足するにあたり,その活動の基盤として,

180の研究連絡委員会が法制化され,物理学研究連絡委員会の場合,IUf'AP専門委員会,

原子核専門委員会,物性物理専門委員会,物理一般専門委員会の4専門委員会で構成されるこ

とになりました｡従来,物研連下部機構の物性小委員会という形でしか学術会議 とのつながり

のなかった物性研究者にとっては,慶賀すべきこととおもいます｡

物性専門委員会は,物性グループ推薦の長岡洋介,糟谷忠雄,渡部三雄,合田正毅,佐藤清

雄,三輪浩,三本木孝,宇山正敏,禅素英の9氏,物理学会推薦の金森順次郎,鈴木増雄,伊

達宗行,中村輝太郎,勝木握,川路紳治,中井祥夫,信貴豊一郎の8氏,応用磁気学会推薦の

杉本光男氏,物性専門委員会推薦の加藤範夫氏,物性研究所長豊沢豊氏,4部会員中嶋貞雄の

計 21委員で構成されています 9 互選によって中嶋が委員長,伊達宗行,長岡洋介,川路紳治

の3氏が幹事と決まりました｡

昨年 9月6日,本年1月10日の2回物性専門委員会が開催されましたので,その議事録を本

誌に掲載させて頂 くことにしました｡
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第 1回物性専門委員会議事録

日 時 1985年 9月 6日 午後4時より

出席者 勝木 渥 金森順次郎 合田 正毅 信貴豊一郎 杉本 光男

伊達 宗行 中井 祥夫 中村輝太郎 中嶋 貞雄 中山 正敏

三輪 浩 渡部 三雄

(IUPAf'委員会終了後 ) 久保 亮五 石川 義和

1. 中嶋委員長より伊達宗行,長岡洋介,川路紳治 (在京 )の3氏に,物性専門委員会幹事を

依頼 したいむね提案,了承された｡

2.物性専門委員欠員 1名は,委員長が書面で各委員の意見を求め,これにもとずいて幹事と

協議 して決めることになった｡

3. 引続き,全体会議で提起された諸問題町 ]き,自由討論が行なわれた0

1) 62年度より実施予定の科研費 ｢重点領域研究｣について伊達委員が説明, 物性分野

での積極的応募の必要を強調された｡

よって具体的計画があれば物性専門委員長に報告してもらうこととし,すぐれた提案

にっいては,物研連 ･学術会議としての支持があたえられるよう要望することになっ

た｡

2) 1988年度日本開催希望の国際会議があれば申出てもらう｡

3)物性関係大型施設として,さしあたりパルス中性子 (石川委員 ),シンクロトロン放

射 (物性研 ･高工研,関西,広島 )のあることが紹介され,今後検討することになっ

た｡

4)物性関係共同研究機関新設の動きは現在ないこと,既存の物性研については大学院問

題が重要であること,物性分野ではOD問題や助手高齢化等の問題に重なって後継研

究者不足の面もあらわれはじめていることが指摘された｡

5)産業界との協力については,この際学術会議の斡旋で ｢基礎研究基金｣を作ってはど

うかとの提案があった｡
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6)東欧圏科学者の訪 日に関 し,入国査証問題のあることが紹介された｡

7)伊達物性小委員長より,物性 グループ,100人委員,物性小委員会の構成,選出法,任

務等について説明があり,これら従来の組織 と新たに発足 した物性専門委員会 との関

係 をどのように考えてゆくかにつき,種々意見が述べられた｡

物性専門委員会 としては,次回 (1月 10日)改めて議論することとし,物性小委員会

は,秋の物理学会の際に議論を進めることとなった｡

第 2回物性専門委員会議録

日 時 1986年 1月 10日(金) 9時 30分-12時

出席者 勝木 握 金森順次郎

合田 正毅 佐藤 清雄

伊達 宗行 豊沢 豊

中山 正敏 長岡 洋介

久保 亮五 上村 洗

糟谷 忠雄 加藤 範夫 川治 紳治

信貴豊一郎 鈴木 増雄 杉本 光男

中井 祥夫 中村輝太郎 中嶋 貞雄

三輪 浩 禅 素 英 渡部 三雄

石川 義和 (IUPAP専門委員会 )

星埜 禎男 石井武比古 (委員長出席依頼 )

1. 前回議事録を承認 した｡

2. 中嶋委員長より下記の報告があった｡

2Tl物性専門委員の欠員 1名にっいて,各委員の書面による意見の結果,加藤範夫氏 と近

圭一郎氏を推す委員数は各 2名,その他を推す委員数は各 1名であった｡

物性小委員長伊達氏の意見を尊重 し,加藤範夫氏に物性専門委員を依頼 した｡

2-2科学研究費に関 し,62年度から従前の特別研究 (がん,核融合 を除 く),特定研究を

廃止 し新たに ｢重点領域研究｣を設置することになった件に関し,近藤会長から ｢当

面重点領域研究の領域設定にっいて,本会議 としては申請者からの受付け及び文部省

-の推薦作業は,行わないこととした｣との研連委員長あて通知に対 して会長あてに

中嶋委員長より物性専門委員会としての要望書 (資料 )を提出した｡
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なお,重点領域研究に対 しては, ｢表面新物質相｣ (代表申請者吉森昭夫 )(資料 )

が申請されている｡

また,現在進行中の特定研究 ｢新超伝導物質｣の中から発展 させるべきものがあれば

申請することを1月23日から25日に行われる総括研究会で判断する｡

2-3 1986年度国際会議 (物性関係A型会議は,半導体,統計力学 )国外派遣メンバーにつ

いては,本日12時から開かれるIUf'AP専門委員会にまかせる｡

2T4第 99会総会決定事項については,午後の物研連全体会議で報告されるであろうが,

日本学術会議月報 (11月号 )に記載のとお りである｡

3. 審議

3-1物性関係大型施設計画について

結晶研連星埜委員長から物件連久保委員長あての書面 (資料 )による申請にもとづき

審議に入った｡

石川委員から,GEMINI計画 (資料 ｢中性子 ･中間子科学の将来と大強度陽子加速器

計画｣及び ｢大強度パ ルス中性子 ･中間子施設計画の提案｣)について,趣旨説明があ

った｡星埜結晶研連委員長から,物性研における中性子研究計画にっいて説明があっ

たO石井武比古氏から,わが国の SOR計画について説明があった｡

豊沢委員から,物性酢とKEKとの SORに関する jointprojectについて説明があっ

た｡審議の後,中嶋委員長より,大型施設に関し物性物理の立場から検討するwork-

inggroupを作 り, 1年後には原子核グループと議論できるようにしてはどうか,ま

たworkinggroupは,中性子,中間子,SORの専門家メンバー (物研連委員である

ことを必要としない )と,それと同数の一般メンバー (物研連委員 )からな り,一般

メンバーから委員長を出す,との構成にしてはどうか,との提案がなされ了承された｡

専門家メンバーとして,石川義和 (中性子 ),星埜禎男 (中性子 ),永嶺謙忠 (中間

子 ),石井武比古 (SO双)の4氏を選出した｡一般メンバーは,委員長を物性専門委

員 (委員長を除 く)の互選で決め,他のメンバーの選出はこの委員長と幹事に依頼す

ることによって決めたい,との中嶋委員長提案に従って投票が行なわれた｡開票結果

(伊達委員 14票,金森委員4票,加藤委員 1票)により伊達委員をworkinggroup

委員長に決定 した｡

3-2物性研究所の現状に関する調査にっいて

第 4常置委員会田丸委員長よりの物研連委員長あて依頼 ｢日本学術会議の勧告により

-370-



設立された全国共同利用研究機関等の現状等について｣に答えるために,物性研の現

状に関する調査を,下記グループにより3月中旬までに行なうことになった｡

物性研内メンバー :豊沢委員,矢島達夫氏

// 外 // :川路委員,小林俊一氏

3-3物性小委員会について

中嶋委員長より物性専門委員会と物性小委員会との関係について下記の見解が表明さ

れた｡

従来,物性研究者の意見の集約は,物性グループ(登録者数約1700名)の選挙によ

り100人委員を選出し,100人委員の中から選挙された物性小委員会 (委員長 伊達

宗行氏 )によって行なわれて来た｡物研連物性専門委員の中には,物性小委員会から

選出された委員が含まれている｡

昨日開かれた,両者合同の拡大委員会における合意に従って,物性小委員会の機能を

物性専門委員会が代行できるようになるまでは,物性小委員会に従来通 りの活動を行

なっていただきたい.中嶋委員長見解を全員一致で承認 した｡

なお,伊達物性小委員長より,学術会議内の小委員会と名称の点で混乱が生じないた

めに,物性小委員会の名称を物性委員会と改めて今後の活動を行ないたいとの要望が

なされ,了承された｡中嶋委員長より,物性研究者のかかえている問題を議論するた

めには,年 2回開かれる物性専門委員会では不十分なので,学会の折 りに両委員会の

協議会を持ちたい,との意見が表明され了承された｡

3-4次回-の宿塵

物性関係大型施設計画と並んで,いわゆるsmallscience(非専門家にむけて,アピ

ールしにくいような基礎研究 )の推進が物性研究にとってきわめて重要である｡また

企業に人材を大幅に吸収される最近の傾向と関連して,後継者育成も重要な課題であ

る｡次回は tt基礎的物性研究"や tt大学院の将来"について討議することになった｡

- 3 71 -



編 集 後 記

このところマスコミは,激動のフィリピン報道一色の感であった｡マルコス政権崩壊前後の

市民を中心とする行動の盛 り上がりには心をうたれるものがあった｡ しかし,これらすべてが

一過性の熱情で終ってはいけない｡これからの改革 ･再建-の地道な努力こそが最も大切であ

る｡一部指導者層の独走に終った りしないよう,真に改革の実を結ぶことを祈 りたい｡

物理学等の研究論文の評価は,時 とともに移 りゆく側面をもつものであるが,ある意味では

それが完成 ･完結 した報告であるという点で静的なものでもある｡一方,研究の途中経過には

論文には現れない動的 ･人間的な面が強 く含まれているものであ り,完成品とは違った意味で

刺激的である｡本誌のような場合,掲載論文は privatecommunication 扱いをするというこ

とになってお り,その意味で欧文投稿誌とは違った後者の味 も出していきたいものである｡

このところ投稿論文が殆んゼ ない状態が続いている｡いろいろな種類の刺激的な投稿 を活発に

寄せていただきたいと思 う｡ (T . T .)
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会員規定

個 人 会 長

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ます ｡ した が って､ 3月末 ま

で にな るべ く 1年 間分 会 費 を御 支払 い下 さい｡

な お新規 入会 お申込 み の場 合 は下 記 の会 費以外 に入会 金 と し

て､100円 お支払 い下 さい 0

1年 間 の全 党

lstvolume (4月号 ～ 9月号 ) 3,000円

2nd volume (10月号 - 3月号) 3,000円

計 6,000円

(1年 分 ま とめ て お支払 い が囲 錐 の 向 きは 1volume 分 ずう で も

結構 で す)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御 利 用 の上御納 入 下 さい｡

(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現 金 書留 は御遠 慮 下 さい)

な お通信 欄 に送金 内容 を必 ず 明記 して下 さい ｡

雑意志購 読 者 以外 の代理 人 が購 読 料 を送 金 され る場 合 ､ 必ず会 員 本

人 の名 前 を明記 して下 さい｡

3. 送本 中止 の場 合 :次 の V｡lume よ り送 本 中止 を希望 され る場 合 ､

か な らず-｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい｡

4. 会 費 の支払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と しては､正 当 な理 由 な く 2

vols.以 上 の会 費 を滞納 された場 合 には､送本 を停 止 す るこ とに 在

って い ます の てゝ御留 意 下 さい ｡

5. 一括 送 本 を受 け る場 合 :個 人宛 送 本 中 に大学 等 で一括 配布 を受 け

る様 に な った場 合 は､ 必 ず ｢個 人宛 送 本 中止 ､一括 配 布 希望 ｣ の過

知 を して下 さい｡逆 の場 合 も同様 です｡

6. 送 本 先 変更 の場 合 :住 所･､勤 務 先 の変 更 等 によ り送本 先 が変 った

場 合 は､必 ず'送 本 先変更 届 を提 出 して下 さい ｡

学校 ､研 究 所 等機 関 会 員

1. 会 費 :学校 ･研究 所 等 での入会 及 び個 人 で あ って も公 費払 いの と

きは機 関会 員 とみ な し､代 金 は､ 1冊 1,100円 ､ 1Vol.6,600円 ､

年 間 13,200円 です｡ この場 合 ､入会 金 は不 用 です｡ 学校 ､研 究 所 の

会 費 の支払 いは後払 いで も結構 です｡ 入会 申込 み を され る時 ､支孤

い に請 求 ､ 見積 ､納 品 書 が各何 通 必要 か をお知 らせ 下 さい｡

な お､ 当会 の請 求 書類 で は支払 い がで きない様 で した ら､貴 手交､

貴 研究 機 関 の請 求 書美白を送付 して下 さい｡

2. 送 本 中止 の場 合 :発 行途 上 にあ る volumeの途 中送 本 中止 は認 め

られ ませ ん｡退 会 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐらい に中止時 期 を明

記 して ｢退 会 届｣ を送付 して下 さい ｡

雑 誌 未 着 の場 合 :発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡 下 さい｡

物 性 研 究 刊 行 会

〒606 京都 市 左 京 区北 白川追 分 町 京都 大学湯 川 記念館 内

℡ (075)751-2111内線 7051 (075)722-3540(直通)
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